
 

■ 学校の共通目標                   【ＨＰ公開用・様式１・令和 8年 5月 8日】 

授業作り 
重 

点 

○児童が「学ぶ喜び」「知る楽しさ」を感じられる授業を実践する。基礎的・基本的な

学力を確実に定着させるとともに、それを活用し主体的・対話的な授業の充実を図る。 

環境作り 

○一人１台タブレット端末を効果的に活用し、個別最適化された学び・協働的な学び・

家庭と連携した学び等の充実を図る。ICT機器を効果的に活用し、児童の驚きや発見

を導き、理解を深める。ユニバーサルデザインの視点から個に応じた学びの充実を図

る。 

■ 学年の取組について 

学 

年 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子から） 

目標達成のための取組 

１ 

学 

年 

 

 

・平仮名の読み方については、概ね理解してい

る。筆順や「トメ」「ハネ」等を正確に理解

していない児童が多数見られるので、正確に

書けるよう、繰り返し練習し、定着を図る。 

・知らない言葉を正確に理解できるように、国

語の教材文や読み聞かせ、読書活動を推進し

語彙量を増やし、日常生活の中で使いこなせ

るようにする。 

・１から 10の数は捉えられる。今後、ものとも

のとを対応させることで個数を比べたり、個数

や順序を正しく数えたり、表したりすることな

どを指導し、整数の意味について理解できるよ

うにする。 

①語句や語句のまとまりを意識した音

読活動 

②読書環境の充実と学校図書館の活用 

③デジタルドリルやプリントを活用し

た反復学習 

④具体物、半具体物の活用 

⑤ＩＣＴ機器を活用した学習 

 

２ 

学 

年 

 

 

・既習の平仮名・片仮名・漢字について、概ね読

み書きはできているが、「しょっき」等の拗音

と発音が混合する単語の間違いや句点のうち

忘れが多く、定着を図る。 

・文章に書かれていることを正しく読み取るこ

とができる。今後は登場人物の気持ちを叙述に

沿って想像したり、内容に対する自分の考えを

言語化したりする指導を行う。 

・加減計算は概ね理解できているが、問題文から

立式をするのに、内容を正しく読み取る力を身

に付ける必要がある。 

①音読の習慣化、読書環境の充実 

②書く活動の充実 

③デジタルドリルの活用 

④具体物を取り入れた学習や文章問題

の図化 

３ 

学 

年 

・漢字の書き取りに多少課題が残る。 

 

・文学的文章、説明的文章ともに、細部

まで正確に内容を読み取れず、大事な

言葉を追って読むことに個人差が見

・学習した直後でのミニテストは正解率が高い

ため、今まで学習した漢字を家庭学習やデジタ

ルドリルを活用し何度も学習していく。 

・文章の読み違いがないように、各場面・段落ご

とに大事な言葉を抑えながら学習を進めてい

①デジタルドリルの活用 

②音読の習慣化 

③具体物を取り入れた学習 

④計算問題の反復練習 
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られる。 

・水のかさを正しく読み取ることを、苦

手とする傾向が見られる。 

 

・繰り下がりのあるひき算に誤答が多

い。また九九の習熟に個人差が見られ

る。 

く。 

・具体物を取り入れて、水のかさの概念を理解す

るとともにデジタルドリルを活用し、学習を習

熟する。 

・デジタルドリルを活用し、減法の場面の問題に

たくさん触れ、学習を進めていく。 

・日々の学習場面で反復練習だけでなく、短時間

でも継続して取り組める活動を設定し、学習の

習熟を図っていく必要がある。 

４ 

学 

年 

・日常的に行う漢字のミニテストでは

正答率が低い。授業内で板書を写す

際、平仮名に変えてノートに書く児

童もいる。 

・キーセンテンスやキーワードを読み

取り、叙述をもとに理由を考えるこ

とができるようになってきた。 

・毎回算数の授業内で同じ問題を何度も

解く「タイムチャレンジ」に取り組ん

でおり、四則計算は身に付いている。

乗数が２桁のかけ算の筆算は、忘れて

しまう児童がいるため、スパイラル的

に学習する必要がある。 

・文章問題から立式することに課題が残

る。 

・既習の漢字は、デジタルドリルを活用した

り、授業内で既習漢字を日常的に使ったりし

て、繰り返し既習漢字に触れる機会を作る。

また、語彙も少ないため日常的に国語辞典を

使う習慣を付ける。 

・教科書の叙述をもとに理由を考える活動を取

り入れキーセンテンスやキーワードを読み取

る指導を行う。 

・同じ問題を何度も解くことで計算問題の習熟

を図っている。乗数が２桁のかけ算の筆算は、

スパイラル的に学習していく必要がある。デジ

タルドリルを活用し、学習の定着を図る。 

・文章問題から立式する際に、数直線図を取り入

れるだけでなく、それを手がかりにして立式で

きるようにする。 

①デジタルドリルの活用 

②教科書の音読 

③朝読書の推進 

④計算問題の反復練習 

⑤半具体物を取り入れた学習 

５ 

学 

年 

・文章を書くときに、「何を書けばいいか

分からない」と悩んでしまい、手が止

まる児童が多く見られる。 

・内容を正確に読み取る力と言葉の理解

が乏しい児童が多い。 

・小数のかけ算、わり算の誤答が多く、

苦手意識も強く見られる。 

・正しくめもりを読むことや教具の使い

方を間違ってしまうことから正しく

測定ができない児童が多く見られる。 

・モデル文を作成し、それを基に文章を書くこと

を積み重ねて書く力を身に付ける。 

・言葉の理解が弱いので、語彙を増やすために、

「言葉日記」という意味調べの取組を継続して

行う。また、内容を正確に読み取る力を身に付

けさせるために、中心となる言葉や文章を一緒

に押さえたり、要約させたりして大事なところ

に気付かせる。読み聞かせも継続し、物語や説

明する文章を想像する力を養う。 

・正確に計算をしたり、正しく位取りをしたりす

るために、繰り返し問題を解いて習熟を図る。 

・分度器やコンパスの使い方を忘れないよう、定

期的に測定の問題を解き、同じ問題を繰り返す

ことで習熟を図る。 

①国語辞典、漢字辞典の活用 

②「言葉日記」を継続 

③読書活動の推進 

④デジタルドリルの活用 

⑤測定に関する問題の反復練習 

６ 

学 

年 

・説明文を読み取る際に、各段落の役割

や内容を読み取る力に個人差が見ら

れる。 

 

・説明文は文章を読み取るだけでなく、中心とな

る言葉や接続詞に注目させる。また、表やグラ

フが何を表しているかを読み取る練習を行い、

事実や根拠を基に論述する力を養う。 

①表やグラフの読み取り 

②教科書の音読 

③デジタルドリルの活用 

④文章問題・計算問題の反復練習 



・小数の割り算や体積の単位換算、分数

の通分・約分に課題が見られる。 

・文章問題から立式することに課題が見

られる。 

・デジタルドリルやプリント学習を併用して問

題に繰り返し取り組み、定着を図る。 

・問題文に着目し、数量の関係を図に表しながら

立式する練習に繰り返し取り組み、習熟を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


